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2009年１月１日（毎月1回1日発行） 第472号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事25名　監事3名　総代203名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００８年１１月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　都  築　  靖　　発行部数　21,300 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 

26,200世帯 
1,220,182,000円 

46,571円 
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「生活習慣病」が増えています。40代では、３～４人に１人が予備軍。ここでチョット立ち止まって自身の生活を見直してみませんか。 

　
二
〇
〇
九
年
　
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
の
数
年
来
、
政
府
の
低
医
療
費
政
策
に
よ
り
医
師
不
足
か
ら
く
る

病
院
崩
壊
、
医
療
崩
壊
が
進
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
病
院
医
師
は
、
日

常
診
療
に
加
え
、
各
種
の
書
類
記
載
や
説
明
に
追
わ
れ
、
心
身
と
も
に

疲
弊
し
、
病
院
か
ら
離
れ
て
い
く
傾
向
が
鮮
明
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
利
根
中
央
病
院
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
年
は
、
内
科
を

は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
科
に
医
師
不
足
が
生
じ
、
皆
様
の
外
来
・

入
院
診
療
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
多
方
面
か
ら
の
医

師
拡
充
と
チ
ー
ム
医
療
で
乗
り
切
る
方
針
で
す
。
現
在
、
沼
田
利
根
医

師
会
と
協
議
中
で
あ
り
ま
す
が
、
救
急
対
応
に
も
影
響
が
出
ま
す
。
利

根
中
央
病
院
は
、
昨
年
度
救
急
車
搬
入
率
52
％
を
は
じ
め
夜
間
休
日

の
救
急
患
者
へ
可
能
な
限
り
の
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本

年
は
同
様
な
対
応
は
困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。
沼
田
医
療
圏
の
二
次
輪

番
病
院
の
相
互
の
調
整
に
よ
っ
て
皆
様
に
ご
迷
惑
を
最
少
限
に
抑
え
る

べ
く
関
係
各
機
関
と
調
整
中
で
あ
り
ま
す
。 

　
さ
て
、
世
は
経
済
不
況
の
様
相
を
呈
し
、
政
治
も
安
定
し
ま
せ
ん
。

こ
の
様
な
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
こ
そ
、
い
よ
い
よ
「
新
病
院

建
設
」
着
工
の
年
で
あ
り
ま
す
。
放
射
線
照
射
装
置
導
入
は
見
合
わ
せ

質
実
剛
健
な
病
院
を
め
ざ
し
て
計
画
を
実
施
に
移
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
様
の
率
直
な
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年

は
利
根
西
部
四
支
部
合
同
組
合
員
集
会
を
新
年
早
々
に
開
催
し
、「
利

根
西
部
夢
プ
ラ
ン
」
に
現
実
味
を
帯
び
さ
せ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
数
年
、
患
者
・
利
用
者
を
中
心
に
病
院
相
互
、
介
護
施
設
、
診

療
所
と
の
連
携
体
制
が
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
老
々
介
護
、
認
々
介

護
（
認
知
症
の
人
が
認
知
症
を
介
護
）、
独
居
老
人
の
増
加
な
ど
の
厳

し
い
現
実
が
到
来
し
て
い
ま
す
が
、
利
根
保
健
生
協
は
、
地
域
の
組
合

員
の
皆
様
と
共
に
50
余
年
の
歴
史
を
踏
ま
え
、「
一
人
は
万
人
の
た
め 

万
人
は
一
人
の
た
め
」
の
世
の
中
を
め
ざ
し
、
医
療
と
介
護
・
福
祉
の

連
携
を
確
立
で
き
る
よ
う
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 
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第19回赤ちゃん同窓会より 



利 根 の 保 健  

▲認知症サポーター養成講座　２回開催しサポーター65人誕生 

▲「通院で患者負担軽減」 外来化学療法室開設 10月 

▲マルチスライスCT導入 様々な角度から必要な断面画像が 

　
組
合
員
・
患
者
の
み
な
さ
ま
大
変
残
念
な
こ
と

で
す
が
、
全
国
的
な
医
師
不
足
の
影
響
か
ら
群
馬

大
学
第
一
内
科
の
医
師
体
制
不
足
の
た
め
、
４
月

１
日
か
ら
当
院
の
常
勤
内
科
医
師
が
、
十
四
人
か

ら
九
人
に
減
少
す
る
予
定
で
す
。 

　
退
職
さ
れ
る
先
生
方
は
、
大
塚
（敏
）
先
生
（
肝

臓
担
当
）
、
萩
原
先
生
（
肝
臓
担
当
）
、
安
岡
先

生
（
消
化
管
、
膵
・
胆
担
当
）
、
佐
藤
先
生
（
消

化
管
、
膵
・
胆
担
当
）
、
加
藤
先
生
（
循
環
器
担

当
）
、
片
野
先
生
（
内
科
一
般
担
当
）
で
す
。
こ

の
他
、
富
岡
先
生
（
呼
吸
器
担
当
）
、
石
田
先
生

（
消
化
管
、
膵
・
胆
担
当
）
も
退
職
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
主
と
し
て
、
群
馬
大
学
第
一
内
科
の
医
師

不
足
に
よ
り
医
会
か
ら
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
す

し
、
当
院
の
財
政
難
や
「
人
員
整
理
」
な
ど
で
は
、

あ
り
ま
せ
ん
。 

　
し
た
が
っ
て
、
新
年
度
４
月
１
日
以
降
の
内
科

医
師
は
、
原
田
先
生
、
吉
見
先
生
、
石
山
先
生
、

中
原
先
生
、
米
田
先
生
、
透
析
医
師
、
川
上
先
生
、

高
野
先
生
、
長
坂
の
各
医
師
と
な
り
ま
す
。
こ
の

他
、
リ
ハ
ビ
リ
担
当
医
師
の
配
置
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
４
月
１
日
か
ら
は
、
常

勤
の
肝
臓
、
消
化
管
、
膵
、
胆
道
、
の
６
人
の
常

勤
内
科
医
師
の
減
少
に
よ
り
、
日
常
の
外
来
診
療
、

入
院
治
療
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
こ
と
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。 

　
救
急
車
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
も
当

地
域
の
半
数
以
上
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
４
月
１
日
か
ら
は
、
休
日
診
療
、
時
間
外

診
療
も
、
平
日
は
週
３
日
、
土
曜
日
午
後
と
日
曜

日
は
救
急
輪
番
当
番
日
し
か
診
療
で
き
な
く
な
り

ま
す
（日
曜
日
午
前
中
は
こ
れ
ま
で
通
り
）。
当
院

の
当
番
日
以
外
は
沼
田
利
根
医
師
会
、
沼
田
病
院
、

内
田
病
院
、
沼
田
脳
神
経
外
科
循
環
器
病
院
な
ど

の
救
急
輪
番
病
院
に
担
当
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

相
談
中
で
す
。
ま
た
、
他
院
で
診
て
い
た
だ
い
た

場
合
で
も
診
療
情
報
は
、
当
院
か
ら
各
施
設
へ
伝

達
し
ま
す
。 

　
当
院
受
診
中
の
み
な
さ
ま
で
あ
っ
て
も
当
院
の

当
番
日
以
外
は
、
他
の
輪
番
病
院
で
受
診
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
変
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
、
内
科
医
師
の
疲
弊
を
防
止
す
る
た
め
に
、

ぜ
ひ
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
常
勤
医
師
が
不
在
と
な
る
た
め
肝
臓
、
消
化
管
、

膵
、
胆
道
な
ど
の
病
気
に
つ
き
ま
し
て
は
、
入
院

を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
他
の
し
か
る
べ
き
病

院
へ
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
吐

血
や
下
血
（
お
し
り
か
ら
の
出
血
）
の
場
合
に
も

他
院
で
診
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
胃
カ

メ
ラ
、
大
腸
フ
ァ
イ
バ
ー
検
査
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
非
常
勤
医
師
に
よ
る
診
療
を
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
ま
た
、
富
岡
先
生
の
外
来
に
通
院
中
の
患
者
さ

ん
に
つ
き
ま
し
て
も
一
部
の
患
者
さ
ん
は
、
非
常

勤
の
呼
吸
器
担
当
医
師
に
か
か
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
他
院
へ
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
患
者
さ
ん
も
多
数
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

残
る
医
師
も
そ
れ
ぞ
れ
精
一
杯
の
診
療
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
新
た
に
受
け
入
れ
る
余
裕
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
一
月
五
日
か
ら
は
平
日
午
後
の
内
科

系
の
救
急
外
来
も
救
急
車
を
除
い
て
休
診
と
な
り

ま
す
。
外
科
系
疾
患
は
こ
れ
ま
で
通
り
で
す
が
、

救
急
外
来
受
診
時
に
は
、
電
話
で
必
ず
あ
ら
か
じ

め
病
院
へ
ご
一
報
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
全
国
的
な
医
師
不
足
の
影
響
と
は
言
え
、
今
年

は
た
い
へ
ん
困
難
な
医
師
体
制
と
な
り
多
大
な
ご

迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す
。
現
在
、
非
常
勤
医
師

に
よ
る
診
療
継
続
を
め
ざ
し
て
病
院
を
あ
げ
て
努

力
中
で
す
が
、
大
き
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
利
根
保
健
生
協
、
利
根

中
央
病
院
職
員
一
同
総
力
を
上
げ
頑
張
る
決
意
で

す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

全
国
的
な
医
師
不
足
の
影
響
を
受
け
て 
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の
大
幅
減
に
つ
い
て 
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央
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利
根
中
央
病
院
災
害
医
療
支
援
チ
ー
ム 

「
D
M
A
T
」第
２
隊
結
成 

△小学生を含め63人で第23回囲碁大会 ▲小学生を含め63人で第23回囲碁大会 

▲年２回開催の「赤ちゃん同窓会」 

「生活習慣病」は突然起こるものではありません。①食習慣②運動不足③ストレス④喫煙⑤飲酒など、その積み重ねが原因です。 

2009年１月１日（毎月1回1日発行） 第472号　（２） 



2009年１月１日（毎月1回1日発行） 第472号 （３） 一人は万人のために 万人は一人のために 

知らぬ間に進行し怖い「生活習慣病」。合併症を起こしやすく、肥満、高脂血症、糖尿病、高血圧症の四つがそろうと「死の四重奏」。 

2008年 

4日　仕事始め 
10日　役職員年頭集会 
16日　「人間ドック健診施設機能評価」認定 
 　　　「利根の保健」編集委員会以降月2回開催 
21日　マルチスライスCT導入 
26日　第９回理事会(以降、月１回開催) 
 
 
2日　第４回歯の保健委員交流集会（24人） 
8日　第４回正副支部長会議 
13日　第３四半期業務監査 
14日　虹のバレンタイン統一行動 
16日　役職者研修会 
20日　「歯の保健大学」水上教室開校（18人） 
21日　県精神科病院実施指導審査 
         第３回病院利用委員会(隔月開催） 
23日　がん診療第４回市民公開講座「乳がんの最新治療」100人） 
 
 
9日　第31回保健組織活動交流集会 （新治190人） 
16日　第23回囲碁大会（63人） 
23日　県民医連第47回定期総会（前橋） 
26日　生方鉄二理事逝去 
28日　定年退職者を送る会 
 

1日　病院長交代長坂一三院長就任 
　　　新入職員入協式（51人） 
　　　　新任医師オリエンテーション 
6日　勅使河原正太郎顧問逝去 
12日　がん診療第５回市民公開講座「緩和医療」（45人） 
16日　第４四半期業務監査 
18日　ＷＨＯ世界保健デー 
　　　まちかど健康チェック（沼田南） 
19日　　　　　〃　　　　　（昭和東・南） 
19日　「看護師増やして、安心安全な看護を」集会（前橋45人） 
 
  
1日　メーデー 
7日　2007年度末業務監査 
8日　第11回新病院建設委員会 
16日　第１回総代研修会 
17日　第19回赤ちゃん同窓会（52組） 
18日　第14回友情列車「利根沼田ひまわり号」（大宮） 
20日　第２回総代研修会 
27日　第12回新病院建設委員会 
29日　第32回通常総代会（総代194人） 

　緊急募金ミャンマー連邦サイクロン90,154円、 
中国四川大地震被害94,363円 

 
 
6～7月　「班づくり班会開催月間」「教育学習月間」スタート 
9日　沼田利根医師会症例検討会 
16日　第１回認知症サポーター養成講座(45人） 
19～20日　関信越ブロック組合員交流集会（長野19人） 
27日　第１回正副支部長会議 
31日　県医務課医療監視 
 
 
1日　X線フイルムからモニター画像診断導入 
5日　がん診療第６回市民公開講座「肺がんの最新治療」（58人） 

子ども歯の保健教室（21人） 
6日　国民平和大行進「網の目」（延べ200人） 

片品支部まちかど健康チェック（花の谷公園） 
9日　国民平和大行進「基幹コース」 
18日　片品診療所利用委員会（隔月開催） 

在宅総合センター利用委員会（年３回開催） 
19日　県民医連・医療生協大学習会（前橋） 
21・22日　高校生一日看護師体験 
26日　「老健とね夏祭り」 
31日　医療法、県病院立ち入り検査 

外来化学療法室開設 
 
 
3・4日　「老健とね」利用者沼田まつり見物 
5日　利根歯科「歯科単独・管理型、臨床研修施設」指定 
7～9日　原水禁世界大会長崎（代表３人参加） 
8～10日　平和のための戦争展 (グリーンベル21） 
11日　標榜診療科名変更22科から32科 
12～14日　利根沼田平和美術展(沼田中央公民館) 
17日　高校生１日看護師体験 
18日　第１四半期業務監査 
20日　「利根西部夢プラン推進委員会」準備会 
21・22日　高校生１日看護師体験 
23日　がん診療第７回市民公開講座「医療費について」（43人） 
26日　第13回新病院建設委員会 

第２回認知症サポーター養成講座（薄根20人） 
29日　献血車来院 
  
 
5日　第２回正副支部長会議 
8～9日　第22回日本高齢者大会・新潟（利根沼田10人） 
12日　ＷＨＯウォ－クイベント 

みなかみ町須川の歴史を歩く 
21日　県民医連第45回学術集談会 
24日　利根西部夢プラン推進委員会（以降隔月開催） 
25日　水上支部「利根の保健」配布者交流会（45人） 
27日　沼田西支部まちかど健康チェック 
 
 
10月・11月　生協強化月間 
　　　　　　　病院特設窓口開設（１日～31日） 
12日　WHOウォークイベント須川の郷を歴史を歩く 
13日　月夜野東・西支部まちかど健康チェック 
18日　がん診療第８回市民公開講座「がん看護の心」（33人） 
19日　第26回くらしと健康まつり（3,000人） 
　　　 STOP!医療介護崩壊増やせ社会保障10.19中央集会（東京人） 
29日　高橋勇作理事逝去 
30日　木村朝次郎顧問厚生労働大臣賞受賞 

第40回県生協大会 
 
 
1日～　生協強化月間利根歯科診・片品診特設窓口開設 
5日　第２四半期業務監査 
9日　第８回病院祭（800人） 
11日　第３回正副支部長会議 
12日　がん診療機能強化事業「群馬大学における重粒子線治療
　　　の概要と展望」（人） 
16日　沼田利根医師会人間ドック協同診断 
17・20・27日　片品支部ボランティア学校 
22日　大規模災害を想定・多数傷病者受け入れ訓練 
26日　上半期経営検討会 
 
 
1日　県精神病院実地指導実地審査 
6日　第20回赤ちゃん同窓会（44組） 
10日　第14回新病院建設委員会 
25日　防火訓練 
29日　仕事納め 

2月 

3月 

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

地域公開講演会 
講　演　「切らずに治す重粒子線がん治療」 

講　師　　鈴木　守先生（群馬大学学長） 

 

 

 

 

日　時　　2009年２月７日（土） 
　　　　　　　　午後２時開演 

会　場　　ホテルベラヴィータ　２階 

参加費　　無　　料 

　　　　主催　利根保健生活協同組合 

　いま、世界３カ所で行われている「がん重粒子線治
療」が、来年度には群馬大学でも行われるようになり
ます。鈴木守先生より、群馬大学が進めている取り組
みについて、わかりやすくお話していただきます。 
　ぜひご参加下さい。 

　
病
院
で
は
午
前
中
の
面
会

は
、
年
間
を
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じ
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、
回
診
や

処
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為
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り

ま
す
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ま
た
、
今
年
は
、
す
で
に

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
流
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す
る
き
ざ
し
が
あ
り
ま
す
。
面

会
は
極
力
避
け
て
い
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だ
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す
ま
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い
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す
。
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す
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が
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染
者
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ば
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鎖
す
る
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も
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ま
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。
そ
の
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患
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に

大
変
ご
迷
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に
な
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も
し
、
ご
家
族

の
方
に
お
見
舞
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ま
し
た
ら
、
そ
の
旨
を
お
話
し

て
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
い
た

し
ま
す
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面
会
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間
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記
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通
り
と

な
っ
て
い
ま
す
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▲第26回くらしと健康まつり 
　農民連女性部の音頭で「フォークダンス」みんなで若返りました 

▲厚生労働大臣賞 
　群馬県生協連（峯岸会長、左）と一緒に 
　木村顧問（右）受賞 

△第８回病院際 「医療の安全を守るため、「医療の安全を守るため、 
看護師増やせ」職員による寸劇　 

▲第８回病院際 「医療の安全を守るため、 
看護師増やせ」職員による寸劇　 

▲第8回病院祭「糖尿病」対策、40キロカロリー消費体操 

▲「生協強化月間」前に意志統一「正副支部長会議」 ▲大規模災害を想定しての「災害医療訓練」実施 
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利 根 の 保 健  
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田
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口
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村
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村
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石
井
　
光
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以
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浦
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次 
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原
　
勝
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佐
々
木
邦
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井
　
孝
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後
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慶
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郎 

山
口
藤
太
郎 

〈
利
南
支
部
〉 

　（
200
口
以
上
） 

 

大
竹
　
信
也 

　（
100
口
以
上
） 

林
　
　
茂
樹 

　（
80
口
以
上
） 

小
林
　
朝
彦 

　（
70
口
以
上
） 

石
井
　
文
雄 

吉
村
　
亥
作 

　（
60
口
以
上
） 

金
井
　
孝
治 

　（
40
口
以
上
） 

五
位
野
　
勇 

大
竹
　
強
平 

大
竹
久
美
子 

　（
20
口
以
上
） 

大
木
　
和
雄 

金
井
　
宣
良 

〈
池
田
支
部
〉 

　（
1130
口
以
上
） 

細
川
　
三
夫 

　（
260
口
以
上
） 

笹
川
　
清
衛 

　（
90
口
以
上
） 

角
田
　
春
視 

亀
岡
　
衣
代 

大
竹
佐
久
太 

　（
80
口
以
上
） 

富
澤
　
猛
夫 

萩
原
　
孝
道 

　（
70
口
以
上
） 

宮
下
一
三
美 

 

斉
藤
　
広
明 

 

大
島
　
武
則 

　（
50
口
以
上
） 

大
島
　
次
郎 

角
田
芳
太
郎 

松
井
　
力
男 

小
野
　
宗
平 

中
島
　
朝
美 

　（
40
口
以
上
） 

大
島
　
　
大 

田
村
　
　
肇 

　（
30
口
以
上
） 

津
久
井
健
一 

　（
20
口
以
上
） 

黒
岩
　
　
勉 

　（
10
口
以
上
） 

入
沢
　
正
雄 

諸
田
吉
之
助 

〈
薄
根
支
部
〉 

　（
440
口
以
上
） 

大
嶋
　
　
賢 

　（
380
口
以
上
） 

桑
原
　
　
洋 

　（
210
口
以
上
） 

星
川
嘉
一
郎 

　（
180
口
以
上
） 

本
山
　
淳
一 

　（
160
口
以
上
） 

真
庭
　
裕
二 

　（
130
口
以
上
） 

望
月
　
孝
雄 

　（
120
口
以
上
） 

野
村
　
静
江 

　（
100
口
以
上
） 

師
　
　
津
夫 

木
村
　
知
子 

　（
80
口
以
上
） 

望
月
　
郁
恵 

　
橋
　
利
博 

　（
70
口
以
上
） 

金
子
　
良
三 

　（
60
口
以
上
） 

平
井
　
忠
勇 

田
上
　
輝
男 

穂
苅
　
勝
代 

　（
50
口
以
上
） 

野
村
　
利
二 

堀
江
　
　
茂 

宮
川
　
正
文 

　（
40
口
以
上
） 

片
野
　
英
夫 

樋
口
岩
之
助 

　（
30
口
以
上
） 

羽
鳥
あ
さ
の 

阿
部
　
順
一 

須
田
　
芳
雄 

木
内
　
　
功 

宮
内
　
　
浩 

矢
野
　
滋
晴 

　（
20
口
以
上
） 

松
井
　
章
一 

西
山
　
八
郎 

桑
原
　
寅
和 

南
雲
　
利
明 

諸
田
　
康
成 

田
上
　
吉
彦 

中
村
三
千
雄 

　（
10
口
以
上
） 

安
達
　
和
利 

〈
川
田
支
部
〉 

　（
480
口
以
上
） 

生
方
　
忠
一 

　（
290
口
以
上
） 

根
岸
　
幸
雄 

　（
140
口
以
上
） 

山
田
　
　
豊 

　（
130
口
以
上
） 

大
竹
　
正
章 

　（
110
口
以
上
） 

佐
藤
　
明
正 

　（
100
口
以
上
） 

桑
原
年
始
男 

　（
40
口
以
上
） 

宮
下
　
　
茂 

根
岸
　
利
光 

　（
30
口
以
上
） 

生
方
　
作
造 

小
林
定
二
郎 

生
方
　
常
夫 

　（
20
口
以
上
） 

田
村
　
喜
平 

 

生
方
　
夏
夫 

湯
本
　
せ
い 

木
村
な
み
子 

　（
10
口
以
上
） 

角
田
　
行
雄 

佐
藤
　
吉
男 

〈
白
沢
支
部
〉 

　（
690
口
以
上
） 

田
中
　
　
学 

　（
190
口
以
上
） 

西
川
　
寅
松 

　（
170
口
以
上
） 

池
田
　
義
一 

　（
140
口
以
上
） 

中
村
　
光
夫 

白
倉
　
哲
雄 

　（
130
口
以
上
） 

中
村
　
一
次 

桑
原
　
重
治 

　（
100
口
以
上
） 

中
村
　
当
子 

　（
90
口
以
上
） 

中
村
　
辰
雄 

 

中
村
　
勇
二 

小
澤
　
四
郎 

池
田
　
久
富 

　（
70
口
以
上
） 

桑
原
　
　
功 

林
　
　
勝
江 

　（
60
口
以
上
） 

中
村
　
一
敏 

中
村
　
君
子 

韮
山
　
芳
美 

　（
40
口
以
上
） 

千
明
　
　
宏 

　（
30
口
以
上
） 

  

坂
口
　
精
治 

中
沢
　
郁
子 

韮
山
　
　
均 

小
林
サ
ツ
キ 

　（
20
口
以
上
） 

小
山
内
康
夫 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　（
1450
口
以
上
） 

小
林
　
喜
市 

　（
1330
口
以
上
） 

 

小
菅
　
　
義 

　（
1030
口
以
上
） 

 

加
藤
　
真
喜 

　（
470
口
以
上
） 

高
草
木
　
功 

　（
400
口
以
上
） 

星
野
　
一
重 

　（
100
口
以
上
） 

 

青
柳
　
英
雄 

　（
70
口
以
上
） 

星
野
　
善
将 

　（
60
口
以
上
） 

星
野
　
茂
光 

星
野
　
朝
司 

　（
40
口
以
上
） 

高
橋
八
十
吉 

高
橋
　
俊
雄 

金
子
　
定
男 

　（
30
口
以
上
） 

星
野
　
一
夫 

 

高
橋
富
美
男 

小
林
　
知
典 

金
子
美
代
次 

金
子
　
三
儀 

　（
20
口
以
上
） 

高
橋
な
か
子 

〈
利
根
南
支
部
〉 

　（
350
口
以
上
） 

鈴
木
　
隆
夫 

　（
340
口
以
上
） 

鈴
木
　
照
夫 

　（
300
口
以
上
） 

佐
々
木
末
治 

　（
260
口
以
上
） 

佐
々
木
浩
一 

　（
230
口
以
上
） 

佐
々
木
　
潔 

　（
160
口
以
上
） 

角
田
　
一
男 

　（
150
口
以
上
） 

笛
田
　
哲
男 

佐
々
木
勝
美 

　（
140
口
以
上
） 

鈴
木
　
宏
政 

　（
110
口
以
上
） 

佐
々
木
憲
司 

　（
100
口
以
上
） 

桑
原
　
新
市 

　（
70
口
以
上
） 

横
坂
　
留
吉 

　（
60
口
以
上
） 

鈴
木
　
真
一 

小
菅
　
良
平 

吉
野
　
信
行 

笛
田
　
貞
夫 

　（
50
口
以
上
） 

鈴
木
　
慶
寿 

高
田
　
真
市 

鈴
木
　
章
雄 

　（
40
口
以
上
） 

桑
原
七
三
夫 

吉
野
　
友
治 

片
平
マ
チ
子 

　（
30
口
以
上
） 

横
坂
登
志
之 

　（
20
口
以
上
） 

鈴
木
　
ふ
く 

　（
10
口
以
上
） 

吉
野
　
　
功 

吉
野
　
綾
男 

〈
片
品
支
部
〉 

　（
2130
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

　（
1120
口
以
上
） 

桑
原
健
一
郎 

　（
330
口
以
上
） 

千
明
　
朝
好 

　（
310
口
以
上
） 

高
橋
　
安
次 

　（
300
口
以
上
）　 

萩
原
　
日
郎 

　（
250
口
以
上
） 

笠
原
　
喜
八 

林
　
　
和
夫 

　（
230
口
以
上
） 

柳
　
き
み
江 

　（
190
口
以
上
） 

渋
谷
　
正
作 

　（
170
口
以
上
） 

 
千
明
　
市
男 

　（
160
口
以
上
） 

飯
塚
　
き
み 

　（
140
口
以
上
） 

星
野
　
正
木 

笠
原
　
一
利 

星
野
　
公
平 

　（
120
口
以
上
） 

高
橋
　
京
子 

　（
110
口
以
上
） 

千
明
　
　
圭 

横
山
　
二
郎 

笠
原
　
信
充 

　（
90
口
以
上
） 

桑
原
藤
太
郎 

星
野
　
重
正 

　（
80
口
以
上
） 

星
野
　
　
仟 

星
野
　
太
郎 

 

大
竹
　
光
一 

星
野
喜
八
郎 

星
野
　
照
明 

小
野
正
三
郎 

戸
丸
　
玉
枝 

　（
70
口
以
上
） 

星
野
　
　
宏 

笠
原
　
良
和 

金
子
　
桂
介 

入
沢
ハ
ル
子 

　
原
の
ぶ
子 

　（
60
口
以
上
） 

金
子
安
次
郎 

北
島
　
秀
晴 

井
上
　
武
夫 

金
子
　
政
樹 

　（
50
口
以
上
） 

狩
野
　
　
勇 

星
野
　
盛
造 

　（
40
口
以
上
） 

笠
原
福
太
郎 

笠
原
　
千
市 

相
浦
　
四
郎 

鏑
木
浅
次
郎 

　（
30
口
以
上
） 
 

星
野
　
弘
一 

星
野
　
静
夫 

萩
原
　
包
治 

井
上
　
利
夫 

 

星
野
　
明
彦 

星
　
　
藤
代 

　（
20
口
以
上
） 

星
野
　
精
一 

星
野
　
正
昭 

星
　
　
安
一 

桑
原
　
智
子 

大
竹
　
篤
保 

　（
10
口
以
上
） 

桑
原
か
ね
子 

須
藤
代
喜
子 

戸
丸
　
悦
子 

笠
原
　
照
明 

〈
川
場
支
部
〉 

　（
490
口
以
上
） 

 

小
林
　
文
夫 

　（
230
口
以
上
） 

横
坂
　
敬
一 

　（
180
口
以
上
） 

原
沢
　
順
一 

　（
120
口
以
上
） 

戸
部
　
高
雄 

　（
90
口
以
上
） 

井
上
　
哲
夫 

　（
80
口
以
上
） 

戸
丸
嘉
一
郎 

　（
70
口
以
上
） 

吉
野
　
公
尉 

吉
野
　
長
治 

　（
60
口
以
上
） 

武
井
　
晴
夫 

遠
藤
　
孝
夫 

横
坂
尹
之
助 

　（
40
口
以
上
） 

吉
野
　
茂
夫 

　（
30
口
以
上
） 

桑
原
　
　
守 

 

宮
田
　
光
明 

吉
野
　
恵
一 

角
田
　
雪
雄 

　（
20
口
以
上
） 

小
林
　
　
弘 

吉
野
　
正
夫 

横
坂
　
勇
一 

角
田
　
照
男 

吉
野
　
森
造 

関
　
　
千
二 

角
田
　
光
年 

小
林
　
芳
樹 

　（
10
口
以
上
） 

中
村
　
美
勇 

横
坂
　
経
富 

 

桑
原
　
忠
三 

宮
田
　
亥
八 

石
川
　
伸
一 

高
井
　
友
二 

柳
澤
　
行
明 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　（
2500
口
以
上
） 

山
田
　
忠
夫 

　（
1650
口
以
上
） 

真
庭
　
利
治 

　（
1430
口
以
上
） 

 

小
林
　
一
義 

　（
560
口
以
上
） 

木
村
　
春
夫 

　（
500
口
以
上
） 

尾
崎
　
孝
男 

　（
300
口
以
上
） 

高
橋
郁
太
郎 

　（
290
口
以
上
） 

高
橋
　
利
三 

　（
280
口
以
上
） 
 

関
谷
　
潤
子 

　（
270
口
以
上
） 

諸
田
　
　
実 

　（
230
口
以
上
） 

高
橋
　
照
男 

　（
210
口
以
上
） 

阿
部
　
恒
夫 

　（
190
口
以
上
） 

都
筑
　
志
げ 

藤
原
　
大
寿 

　（
170
口
以
上
） 

 

阿
部
友
之
助 

関
　
　
一
郎 

　（
150
口
以
上
） 

 

宮
下
　
宗
作 

関
　
吉
太
郎 

　（
130
口
以
上
） 

 

高
橋
勝
太
郎 

高
橋
喜
代
子 

櫛
渕
亥
馬
平 

　（
120
口
以
上
） 

 

高
橋
　
良
助 

松
井
田
和
夫 

高
橋
　
呈
介 

高
柳
　
正
雄 

　（
110
口
以
上
） 

 

後
藤
　
正
夫 

星
野
　
公
平 

　（
100
口
以
上
） 

 

笛
木
　
正
雄 

富
田
　
　
武 

田
村
二
三
夫 

 

羽
吹
　
中
子 

　（
90
口
以
上
） 

真
庭
　
敏
益 

原
沢
　
文
六 

栗
原
　
豊
生 

原
　
　
時
治 

馬
場
　
征
夫 

中
西
　
良
実 

　（
80
口
以
上
） 

諸
田
　
元
吉 

後
藤
伝
三
郎 

　（
70
口
以
上
） 

篠
田
す
み
江 

高
橋
　
益
一 

増
田
　
　
茂 

中
村
　
秀
夫 

高
橋
　
郡
司 

真
庭
　
幸
雄 

原
澤
　
恒
雄 

原
沢
　
章
雄 

増
田
　
秋
在 

　（
60
口
以
上
） 

高
橋
　
広
守 

高
柳
　
友
好 

高
橋
壮
太
郎 

村
上
　
ち
よ 

田
中
み
つ
子 

高
井
　
再
二 

山
田
　
勝
佐 

阿
部
　
研
丈 

阿
部
　
　
久 

高
橋
　
祥
夫 

　（
50
口
以
上
） 

松
井
田
幸
吉 

本
多
　
好
江 

阿
左
見
　
栄 

堀
越
　
　
昇 

柳
沢
　
正
人 

　
秀
雄 

真
庭
　
　
久 

高
橋
基
一
郎 

綿
貫
　
一
郎 

金
子
　
聖
治 

増
田
　
善
市 

藤
原
　
徳
子 

佐
藤
　
重
男 

三
森
　
　
晧 

高
橋
伊
佐
雄 

　（
40
口
以
上
） 

佐
藤
　
武
雄 

 

佐
藤
　
　
実 

 

増
田
　
忠
二 

増
田
　
満
房 

船
窪
と
み
子 

　（
30
口
以
上
） 

松
井
田
友
八 

高
橋
　
輝
司 

 

増
田
秋
之
助 

福
田
千
津
子 

斉
藤
東
三
治 

佐
藤
　
輝
男 

中
川
　
定
雄 

石
川
千
代
治 

増
田
　
重
男 

星
野
　
祐
一 

石
井
　
吉
祐 

中
島
　
義
一 

真
庭
　
貞
良 

小
川
　
き
ん 

佐
藤
　
安
二 

津
久
井
　
仁 

石
坂
　
　
等 

塩
野
　
安
政 

赤
澤
　
　
登 

福
原
　
一
雄 

高
橋
茂
太
郎 

吉
田
　
時
正 

村
上
　
祐
司 

　（
20
口
以
上
） 

柳
沢
き
く
ゑ 

 

金
古
　
正
直 

 

高
橋
　
　
浩 

星
野
　
文
志 

関
　
　
保
寿 

石
坂
　
裕
一 

高
橋
　
　
功 

 

高
橋
　
哲
男 

野
村
　
康
宏 

木
村
　
孝
一 

藤
原
　
昌
幸 

増
田
は
る
江 

　（
10
口
以
上
） 

小
野
　
保
治 

 

生
方
　
邦
光 

 

増
田
　
考
志 

立
石
　
堪
一 

 

高
柳
　
茂
身 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　（
1670
口
以
上
） 

丸
山
　
　
功 

　（
310
口
以
上
） 

近
藤
久
美
恵 

　（
260
口
以
上
） 

原
沢
　
和
弥 

　（
160
口
以
上
） 

小
林
　
繁
雄 

笛
木
　
喜
枝 

　（
140
口
以
上
） 

小
林
　
富
江 

丸
山
　
正
市 

　（
130
口
以
上
） 

杉
木
　
節
子 

　（
110
口
以
上
） 

原
沢
　
武
夫 

　（
100
口
以
上
） 

阿
部
　
　
勝 

　（
90
口
以
上
） 

阿
部
　
　
茂 

　（
80
口
以
上
） 

原
沢
　
良
輝 

岸
　
　
達
男 

　（
70
口
以
上
） 

原
沢
　
久
二 

阿
部
寿
太
郎 

桑
原
　
欣
一 

深
津
　
又
雄 

大
木
　
利
夫 

前
島
　
　
進 

阿
部
　
仁
司 

　（
60
口
以
上
） 

佐
藤
　
静
一 

倉
沢
　
美
夫 

高
橋
　
　
清 

林
　
恵
太
郎 

　（
50
口
以
上
） 

大
木
　
英
夫 

佐
藤
　
金
司 

鈴
木
　
貞
子 

　（
40
口
以
上
） 

小
林
　
一
恵 

大
木
　
初
治 

阿
部
　
さ
い 

 

千
明
　
　
功 

　（
30
口
以
上
） 

赤
見
　
岱
一 

阿
部
　
利
定 

五
十
嵐
二
郎 

小
林
　
清
成 

小
野
　
恭
嗣 

原
澤
　
弘
平 

　（
20
口
以
上
） 

大
木
　
源
次 

武
井
　
康
彦 

　（
10
口
以
上
） 

田
代
　
　
満 

〈
水
上
支
部
〉 

　（
1780
口
以
上
） 

小
崎
洋
一
郎 

　（
240
口
以
上
） 

生
方
　
い
と 

　（
200
口
以
上
） 

雲
越
　
良
昭 

　（
190
口
以
上
） 

山
田
ミ
ナ
子 

高
柳
　
初
雄 

　（
180
口
以
上
） 

吉
野
　
昭
一 

　（
160
口
以
上
） 

 

笛
木
　
　
馨 

　（
140
口
以
上
） 

鈴
木
　
敏
雄 

　（
130
口
以
上
） 

林
　
　
良
雄 

角
屋
　
由
和 

　（
120
口
以
上
） 

稲
垣
　
茂
治 

　（
110
口
以
上
） 

中
島
　
克
弥 

石
川
　
カ
ツ 

　（
100
口
以
上
） 

 

雲
越
　
蔵
二 

小
林
　
一
夫 

阿
部
　
　
功 

雲
越
　
万
枝 

石
坂
　
良
治 

鈴
木
　
美
男 

　（
90
口
以
上
） 

林
　
　
好
一 

　（
80
口
以
上
） 

石
坂
治
三
郎 

泉
　
　
利
保 

伝
田
　
創
司 

堀
川
　
　
亮 

市
川
　
隆
司 

林
　
　
勤
一 

石
坂
　
源
吉 

宮
代
佐
代
子 

　（
70
口
以
上
） 

田
村
広
太
郎 

大
塚
　
　
一 

　（
60
口
以
上
） 

今
井
　
　
弘 

木
村
　
一
勇 

熊
木
　
春
男 

増
子
　
正
光 

山
崎
　
広
仲 

林
　
　
　
久 

　（
50
口
以
上
） 

木
村
　
昭
夫 

綿
貫
　
幸
次 

石
井
　
広
久 

雲
越
　
栄
一 

阿
部
　
幸
雄 

影
山
　
喜
作 

木
村
　
光
一 

高
橋
　
征
一 

 

雲
越
　
政
樹 

　（
40
口
以
上
） 

 

阿
部
　
包
信 

長
谷
川
　
昇 

岩
田
　
育
男 

佐
川
　
重
夫 

中
島
　
哲
治 

阿
部
惣
一
郎 

阿
部
　
八
郎 

鶴
川
　
　
伯 

清
水
佳
代
子 

　
高
井
く
め
子 

 

野
林
　
い
そ 

鈴
木
　
昭
雄 

　（
30
口
以
上
） 

腰
越
　
安
重 

冨
田
　
和
平 

 

松
井
　
一
夫 

林
　
　
孝
一 

　（
20
口
以
上
） 

鈴
木
　
　
進 

入
沢
　
真
一 

田
原
宇
一
郎 

鈴
木
　
と
き 

内
田
ヒ
ロ
イ 

　（
10
口
以
上
） 

 

山
田
巳
弥
男 

〈
新
治
支
部
〉 

　（
330
口
以
上
） 

見
城
　
倫
子 

本
多
　
　
勇 

　（
240
口
以
上
） 

有
馬
　
勝
雄 

　（
230
口
以
上
） 

田
村
　
照
代 

　（
180
口
以
上
） 

 

岡
田
　
し
ん 

　（
140
口
以
上
） 

本
多
　
広
子 

林
　
佐
一
郎 

　（
120
口
以
上
） 

三
浦
　
克
郎 

堀
江
　
俊
之 

　（
110
口
以
上
） 

林
　
仙
太
郎 

森
下
　
和
子 

　（
90
口
以
上
） 

山
岸
　
満
男 

田
村
　
斗
美 

林
　
多
嘉
夫 

本
多
イ
サ
ミ 

　（
80
口
以
上
） 

 

松
井
　
万
吉 

堤
　
　
広
一 

林
　
　
秀
樹 

　（
70
口
以
上
） 

西
山
　
昭
次 

　（
60
口
以
上
） 

神
保
善
之
助 

林
　
　
太
玄 

山
田
　
尚
男 

　（
50
口
以
上
） 

片
野
　
雅
夫 

　（
40
口
以
上
） 

原
沢
　
長
生 

阿
部
　
南
衛 

中
島
　
元
治 

持
木
　
健
一 

笛
木
　
孝
夫 

　（
30
口
以
上
） 

神
保
　
吉
郎 

阿
部
　
市
次 

岡
田
　
宏
一 

　（
20
口
以
上
） 

林
　
　
は
な 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

　（
900
口
以
上
） 

杉
木
　
哲
二 

　（
600
口
以
上
） 

大
竹
　
武
宣 

　（
470
口
以
上
） 

高
沢
英
之
助 

　（
280
口
以
上
） 

柄
澤
　
英
一 

　（
160
口
以
上
） 

武
井
　
忠
雄 

　（
130
口
以
上
） 

原
　
　
照
雄 

　（
110
口
以
上
） 

田
村
那
華
雄 

　（
80
口
以
上
） 

横
坂
　
和
久 

　（
70
口
以
上
） 

鈴
木
　
三
郎 

鈴
木
　
裕
一 

　（
50
口
以
上
） 

山
崎
　
正
一 

　（
40
口
以
上
） 

高
橋
　
順
一 

　（
30
口
以
上
） 

金
子
　
修
三 

星
野
　
博
信 

　（
20
口
以
上
） 

戸
丸
　
　
馨 

石
井
　
一
雄 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

　（
2450
口
以
上
） 

堤
　
　
み
ゑ 

　（
1030
口
以
上
） 

藤
井
　
よ
し 

　（
350
口
以
上
） 

藤
井
　
愛
作 

　（
320
口
以
上
） 

沢
浦
　
靖
彦 

　（
220
口
以
上
） 

竹
内
惣
兵
衛 

　（
190
口
以
上
） 

堤
　
康
喜
智 

堤
　
　
泰
洋 

　（
150
口
以
上
） 

沢
浦
　
誉
由 

稲
垣
　
寛
一 

高
橋
と
み
江 

　（
140
口
以
上
） 

堤
　
　
元
晴 

　（
130
口
以
上
） 

沢
浦
　
昭
公 

竹
内
　
芳
茂 

　（
120
口
以
上
） 

倉
沢
　
義
輝 

新
木
　
鯱
男 

大
渕
松
一
郎 

浅
本
　
幸
子 

　（
110
口
以
上
） 

飯
塚
　
武
雄 

真
下
　
郁
男 

諸
田
　
利
夫 

　（
100
口
以
上
） 

倉
沢
　
俊
雄 

堤
　
　
時
宏 

高
橋
　
勝
美 

倉
澤
美
代
子 

関
上
　
誠
司 

　（
90
口
以
上
） 

吉
沢
　
充
彰 

稲
垣
　
栄
男 

角
田
　
貞
治 

青
木
ト
ク
子 

諸
田
　
貞
治 

堤
　
　
久
良 

阿
部
　
昭
夫 

　（
80
口
以
上
） 

堤
　
　
康
泰 

加
藤
　
　
武 

真
下
　
明
雄 

茂
木
　
昌
徳 

関
上
　
清
光 

兵
藤
き
よ
子 

綿
貫
　
良
雄 

　（
70
口
以
上
） 

真
下
　
　
正 

倉
沢
　
孝
雄 

石
坂
　
　
恵 

清
水
熊
次
郎 

福
原
　
誠
治 

　（
60
口
以
上
） 

綿
貫
　
幸
男 

塚
本
　
　
清 

七
五
三
木
美
佐
夫 

倉
澤
　
寛
一 

関
上
　
博
之 

大
渕
　
栄
作 

 

堤
　
　
孝
雄 

　（
50
口
以
上
） 

阿
部
　
久
雄 

倉
沢
　
仲
雄 

倉
沢
　
公
宣 

高
瀬
　
正
男 

藤
井
　
仙
七 

竹
内
　
俊
明 

　（
40
口
以
上
） 

七
五
三
木
章
二 

堤
　
久
二
男 

藤
井
　
　
貢 

兵
藤
　
真
一 

金
井
　
一
祐 

諸
田
　
　
誠 

三
井
田
正
夫 

諸
田
　
徳
寿 

諸
田
　
豊
二 

　（
30
口
以
上
） 

真
下
　
忠
明 

 

真
下
　
民
衛 

高
橋
松
之
助 

　（
20
口
以
上
） 

古
沢
　
利
雄 

倉
沢
　
好
則 

兵
藤
　
貞
夫 

竹
之
内
勝
治 

角
田
　
新
一 

藤
井
　
武
雄 

藤
井
　
増
好 

竹
内
久
美
子 

　（
10
口
以
上
） 

新
木
　
敬
司 

竹
之
内
保
二 

小
林
　
勝
美 

七
五
三
木
武
夫 

狩
野
甲
馬
男 

倉
澤
　
幸
吉 

綿
貫
　
稔
紀 

竹
之
内
行
雄 

〈
高
山
支
部
〉 

　（
4000
口
以
上
） 

木
村
朝
次
郎 

　（
300
口
以
上
） 

中
島
　
輝
久 

　（
160
口
以
上
） 

倉
田
源
之
助 

　（
130
口
以
上
） 

阿
部
　
明
樹 

　（
90
口
以
上
） 

大
木
　
正
利 

　（
80
口
以
上
） 

飯
塚
　
亮
一 

　（
70
口
以
上
） 

武
渕
喜
美
子 

都
筑
　
良
治 

大
木
　
友
八 

　（
60
口
以
上
） 

 

深
代
　
仁
平 

田
中
四
三
二 

　（
50
口
以
上
） 

桑
原
　
孝
美 

平
形
　
忠
男 

飯
塚
　
正
美 

森
田
　
　
修 

稲
川
　
俊
昭 

飯
塚
　
　
力 

関
　
　
一
恵 

　（
40
口
以
上
） 

山
口
　
健
蔵 

近
藤
　
初
夫 

　（
30
口
以
上
） 

倉
田
　
　
稔 

平
形
　
二
信 

星
野
　
一
夫 

平
形
貴
久
雄 

　（
20
口
以
上
） 

鈴
木
　
敏
正 

飯
塚
興
志
次 

湯
本
　
末
吉 

小
林
　
　
進 

　（
10
口
以
上
） 

小
林
　
　
弘 

五
嶌
　
　
武 

〈
赤
城
村
〉 

　（
50
口
以
上
） 

青
木
　
　
進 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

生
方
　
博
美 

関
上
　
節
子 

霞
　
　
久
三 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

小
野
　
ハ
ル 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

森
下
　
正
夫 

〈
沼
田
南
支
部
〉 

曽
田
　
秀
雄 

平
野
　
太
郎 

小
方
　
和
男 

出
牛
千
恵
子 

赤
井
喜
久
司 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

入
澤
と
み
子 

　
原
　
光
枝 

 

信
沢
ユ
キ
江 

松
井
よ
ね
子 

森
下
さ
と
子 

〈
利
南
支
部
〉 

上
原
　
悦
子 

織
田
沢
キ
ミ
子 

小
林
　
朝
彦 

金
井
　
宣
良 

〈
池
田
支
部
〉 

角
田
　
美
則 

笠
原
　
末
吉 

発
知
　
彰
一 

　
橋
　
　
剛 

田
村
利
三
郎 

〈
薄
根
支
部
〉 

小
川
登
志
子 

石
川
　
純
一 

 

七
五
三
木
幾
夫 

〈
川
田
支
部
〉 

勝
又
　
栄
司 

原
　
　
千
里 

生
方
　
正
宏 

〈
白
沢
支
部
〉 

松
井
　
昭
子 

 

中
村
し
づ
江 

〈
利
根
北
支
部
〉 

井
上
　
昌
一 

�
高
橋
な
か
子 

〈
片
品
支
部
〉 

小
菅
　
哲
也 

大
竹
　
篤
保 

笠
原
　
照
明 

渋
谷
と
し
よ 

星
　
　
藤
代 

〈
川
場
支
部
〉 

吉
野
ツ
ナ
江 

横
坂
　
国
之 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

高
橋
八
重
子 

金
古
　
博
良 

増
田
ヨ
ミ
子 

高
橋
　
太
一 

深
津
　
賢
治 

村
上
　
祐
司 

名
地
　
幸
雄 

高
橋
伊
佐
雄 

〈
水
上
支
部
〉 

長
田
　
　
英 

阿
部
　
則
幸 

鈴
木
　
愛
子 

石
井
は
る
ゑ 

鈴
木
　
昭
雄 

中
村
り
つ
江 

〈
新
治
支
部
〉 

林
　
　
秀
樹 

小
室
　
　
功 

西
村
せ
つ
子 

高
橋
　
正
吉 

堤
　
き
よ
子 

根
津
あ
さ
子 

片
桐
　
　
学 

増
田
　
蔵
造 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

 

竹
内
久
美
子 

藤
井
　
恵
一 

〈
高
山
支
部
〉 

森
田
　
コ
ト 

小
林
　
　
進 

鈴
木
　
昭
司 

深
代
　
正
利 

池
田
　
　
孝 

よ
う 

 
こ
そ 

11
月
の 

新
加
入
者 

新
し
い
仲
間 

▼
11
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
百
十
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

増
資
者
一
覧 

11
月
分 

▼
11
月
の
増
資
は
二
、三
九
九
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た

　
七
五
二
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 （
敬
称
略
） 

2010年度事務職員募集 
　利根保健生協では2010年4月1日採用
予定の事務職員を次の通り募集します。 
　生協活動、組合員とともにつくる医療
活動に意欲ある人を求めます。 
　応募者は総務課人事係まで履歴書・卒
業見込み書・成績証明書を送付下さい。 

　その他の職種については、09年5月頃
お知らせします。詳細は総務課人事係ま
でお問い合わせ下さい。 

1. 採用予定人員、応募資格 
○事務員--------若干名 
（2010年3月4年制大学卒業見込みの者） 
　業務内容：医療事務、本部事務（総務、経
理、資材）、生協組織担当及びＭＳＷ（医
療ソーシャルワーカー）等。 

2. 採用試験 
○実施時期 
　事務員：第一次試験→4月初旬を予定　 
　　　　　応募締め切り3月20日。 
○試験内容（各職種共通） 
　学科試験、小論文、面接、健康診断 

一番のポイントは食生活改善。外食が増え、高カロリーのとり過ぎ。朝食抜き、夜遅い夕食をたくさん食べる悪循環が大きな要因。 

 

2009年１月１日（毎月1回1日発行） 第472号　（４） 



 

2009年１月１日（毎月1回1日発行） 第472号 （５） 一人は万人のために 万人は一人のために 

密接な関係にある「肥満」。おなかがでっぷりとせり出し、20歳頃と比べて10㎏以上増加していたら「内臓脂肪型肥満」の疑い。 

短 

歌 

短 

歌 

なかまの 
作品 
なかまの 
作品 
なかまの 
作品 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllll

 

火
の
神
が
風
の
神
呼
ぶ
大
ど
ん
ど 

 

肩
書
の
無
き
肩
寄
せ
て
お
で
ん
酒 

 

愛
犬
と
い
つ
も
の
コ
ー
ス
初
日
浴
ぶ 

 

初
夢
や
腰
痛
癒
え
し
我
が
起
居 

 

不
況
下
を
ひ
た
す
ら
生
き
て
雑
煮
食
む 

 

ま
た
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
よ
と
初
茜 

 

天

恵

の

命

の

あ

り

て

年

始 
 

健
康
を
記
す
あ
ら
た
ま
の
墨
匂
ふ 

 

抱
か
る
子
も
抱
き
を
る
人
も
春
着
か
な 

 

空
っ
風
肌
さ
す
つ
ら
さ
帰
り
道 

 

労
重
ね
出
荷
間
近
の
豆
選
ぶ 

 
柾
目
板
ピ
シ
と
墨
壺
初
仕
事 

 

初
日
し
て
浄
土
く
ま
な
く
目
覚
め
け
り 

 

団
欒
の
夕
餉
に
匂
う
今
年
米 

 

強
い
子
に
し
て
下
さ
い
と
初
詣 

 

初
雀
軒
に
遊
ぶ
や
親
子
づ
れ 

 

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

 

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
角
　
田
　
勝
　
子 

 

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
田
　
川
　
江
　
道 

　 沼
田
市
柳
町
　
　
　
　
萩
　
原
　
松
　
子 

 

沼
田
市
材
木
町
　
　
　
小
　
池
　
カ
ズ
エ 

 

沼
田
市
栄
町
　
　
　
　
貝
　
瀬
　
久
　
代 

 

沼
田
市
東
原
新
町
　
　
増
　
田
　
一
　
枝 

 

沼
田
市
東
原
新
町
　
　
桑
　
原
　
か
ず
子 

　
　
　
　
　
　
　
　 

沼
田
市
材
木
町
　
　
　
小
　
林
　
永
久
子 

 

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
阿
　
部
　
八
　
郎 

 

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
峰
　
川
　
信
　
子 

 

沼
田
市
東
原
新
町
　
　
林
　
　
　
睦
　
月 

 

昭
和
村
追
分
　
　
　
　
林
　
　
　
町
　
子 

 

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
田
　
村
　
し
　
ま

　 沼
田
市
今
井
町
　
　
　
今
　
井
　
ぬ
　
い 

 

沼
田
市
硯
田
町
　
　
　
阿
　
部
　
ま
　
つ 

俳 

句 

俳 

句 

沼
田
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鳩
の
羽
根
栞
に
は
さ
み
旅
を
ゆ
く
蒲
郡
の
駅
に
夫
拾

ひ
く
れ
し 

庭
先
の
枯
れ
色
の
中
餌
台
に
野
鳥
は
さ
ら
す
羽
根
の

ひ
と
い
ろ 

地
蔵
さ
ん
も
頭
巾
な
け
れ
ば
寒
か
ろ
に
と
し
き
り
に

云
ひ
た
り
縫
へ
ざ
る
妻
が 

も
み
じ
葉
の
そ
の
小
さ
き
が
愛
ほ
し
く
栞
に
挿
む
京

都
の
旅
に 

百
歳
を
超
え
た
る
母
の
入
所
せ
し
ホ
ー
ム
の
方
よ
り

初
日
昇
り
ぬ 

七
十
年
も
前
に
習
ひ
し
小
学
唱
歌
楽
譜
た
ど
り
て
歌

へ
ば
懐
か
し 

初
詣
日
の
丸
ゆ
れ
る
故
里
の
軒
場
に
初
日
お
だ
や
か

に
差
す 

憂
き
こ
と
は
忘
れ
枯
れ
道
さ
く
さ
く
と
歩
め
ば
ひ
と

つ
歌
の
生
れ
き 

地
図
を
見
て
夢
ふ
く
ら
ま
す
旅
プ
ラ
ン
冬
も
花
咲
く

南
房
総 

余
命
あ
と
六
月
と
云
は
れ
し
妹
に
秘
し
て
酌
み
た
り

退
院
の
宴 

三
陸
の
海
の
飛
沫
に
ぬ
れ
も
せ
ず
岩
場
の
海
猫
み
な

こ
ち
ら
向
く 

材木町11 
材木町１   
材木町２ 
西原新町11 
西倉内町８ 
西倉内町８ 
西倉内町7-1 
榛名町8-2 
榛名町1-2 
榛名町8-1 
鍛冶町10 
鍛冶町５ 
鍛冶町６ 
高橋場町18 
上久屋町馬場 
沼須合同班１ 
下久屋町原 
フラワータウン 
戸鹿野町1 
岡谷町西部１ 
下発知町合同班 
上発知町坂上 
上発知町坂下 
上発知町番場 
上発知町河原方 
恩田町上西中 
恩田町下２ 
下川田町田中１ 
下川田町田中２ 
尾合上 
菅沼合同班 
築地 
中野合同班 
下牧原の中 
後閑上入合同班 
後閑下入合同班 
月夜野町組2-2 
月夜野町組6-2 
月夜野町組１ 
須川十二河原 
布施河原上 
布施河原下 
糸井中宿 
糸井常木 
入原合同班２ 
入原７ 
入原合同班３ 
入原清水 
判形前原 
退職女性教職員の会 
１階北 
ふれあいの輪 
どんぐり保育園 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

大腸がんチェック、死の四重奏 
かぜとインフルエンザの話 
かぜとインフルエンザの話 
大腸がんチェック 
紅葉狩り班会 
クリスマス手芸 
耳の話、尿チェック 
温泉班会 
温泉班会 
温泉班会 
大腸がんチェック、乳がんの話 
大腸がんチェック、乳がんの話 
大腸がんチェック、乳がんの話 
大腸がんチェック、ピロリ菌チェック 
大腸がんチェック、大腸がんの話 
日常ながら運動 
食生活の話 
肺炎の話 
班会年間計画 
脳卒中の話 
大腸がんチェック 
カムカム健康法 
カムカム健康法 
カムカム健康法 
カムカム健康法 
糖尿病の話、大腸がんチェック 
糖尿病の話、大腸がんチェック 
かぜ予防の食事、認知症予防（音読） 
かぜ予防の食事、認知症予防（音読） 
家庭で出来る食品テスト 
インフルエンザ予防注射班会 
インフルエンザ予防注射班会 
痛みの話 
かぜ予防の話、肥満対策 
セラバンド体操 
セラバンド体操 
認知症の話 
認知症の話 
認知症の話 
内臓脂肪測定 
食の安全 
食の安全 
紅葉狩り班会 
入れ歯の話 
らくらく健康体操 
らくらく健康体操 
らくらく健康体操 
らくらく健康体操 
おひまち班会 
映画「シッコ」上映 
表情筋トレーニング、口腔ケア 
血管年齢測定、カムカム健康法 
フッ素班会 

7 
4 
3 
5 
7 
8 
5 
3 
3 
3 
4 
3 
3 
12 
4 
5 
3 
20 
5 
6 
6 
5 
4 
4 
4 
3 
3 
6 
6 
6 
5 
8 
4 
6 
3 
4 
3 
3 
3 
7 
3 
4 
6 
6 
4 
5 
4 
4 
8 
33 
7 
21 
20

沼田東
　 
 
 
沼田中 
 
 
沼田西 
 
 
沼田南 
 
 
沼田北 
利　南 
 
 
 
 
池　田 
 
 
 
 
 
薄　根 
 
川　田 
 
白　沢 
片　品 
 
川　場 
月夜野東 
 
 
月夜野西 
 
 
新　治 
 
 
昭和東 
 
昭和南 
 
 
 
高　山 
職域・他 
病棟・他 
 

小林永久子 
小野　のぶ 
大谷　好子 
得能　淑子 
坂大　徳江 
坂大　徳江 
田中　穂積 
金子　くら 
戸部　大吉 
宮内はつ枝 
馬場半次郎 
下 　 ろ く  
竹村　健一 
山内　ナツ 
織田沢澄世 
石井　啓勝 
星野サヨ子 
 
星野　早苗 
牧野みよし 
永井　章子 
峰川福太郎 
星野　克明 
木村　栄一 
和知　清栄 
根岸イツ子 
綿貫　則子 
茂木　チヨ 
生方志づ子 
角田　梅子 
大竹　敏彦 
星野　幸一 
宮田　正子 
山田八重子 
佐藤　　興 
渋谷　典子 
丸山　　功 
石坂　堅一 
片野　良子 
田村　照代 
松原　洋子 
原沢みち子 
須藤　澄子 
加藤久美子 
高橋喜和子 
堤　　もり 
堤　アサ江 
諸田　洋子 
木村千代子 
塚越　淑子 
西畠みどり 
野村　　操 
高橋いずみ 

53回 総  計 331人 

11月班会開催一覧 

昭
和
村
森
下
　
中
島
　
は
る
え 

沼
田
市
坊
新
田
町
　
小
林
　
初
江 

利根町平川　小菅　義 

沼田市鍛冶町　馬場　半次郎 沼田市高橋場町　笛木　力三郎 

切り絵 
沼田市下川田町　吉田　昌子 

魯山山行 
昭和村森下　中島　菊野 
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車に頼りすぎて、歩くことが少なくなりエネルギー消費が減少しがちです。健康的な生活を心がけ早めの予防行動が大切です。 

な
か
な
か
ま
の
作
品
作
品 
な
か
な
か
ま
の
作
品
作
品 
な
か
ま
の
作
品 

切り絵「飛騨高山の蔵づくり」　沼田市白岩町　丸山　久 

「むぎ」　 
しのざわたいき（６才） 

切り絵「月夜野橋付近の交通」　沼田市東原新町　児玉洋明 

「だいこん」　はやしちず（６才） 

切
り
絵
「
清
雲
寺
鐘
楼
」 

　
　
　
　
　
昭
和
村
糸
井
　
須
藤
澄
子 

絵手紙　みなかみ町月夜野　山田清子 

和紙人形　沼田市清水町　浜田しず子 

切り絵「上高地焼岳」　沼田市西原新町　加藤達男 

「ひまわり」　 
おおはしりゅうと（６才） 

切り絵「紫花葉」　沼田市鍛冶町　北爪とり 陶芸　沼田市材木町　岡田誠 


